
連
関
財
に
関
す
ろ
一
考
察

）
一
（

山
　
　
　
田

邦
　
　
冨

　
消
費
財
に
於
て
、
一
財
の
価
格
の
変
化
は
、
単
に
そ
の
財
の

需
要
量
の
み
な
ら
ず
、
叉
、
他
財
の
需
要
量
へ
も
影
響
を
及
ぼ

す
と
云
う
時
、
後
者
、
即
ち
他
財
の
需
要
量
、
従
っ
て
叉
価
格

に
及
ぽ
す
影
響
に
は
次
の
二
様
の
経
路
が
考
え
ら
れ
る
。
一
、

財
の
価
格
変
化
が
、
単
に
そ
の
財
の
消
費
者
の
実
質
所
得
を
変

化
し
、
或
は
、
そ
の
財
と
他
財
と
の
価
格
比
率
を
変
え
る
事
に

基
ず
く
影
響
、
二
、
一
財
の
価
格
変
化
に
伴
う
そ
の
財
の
需
要

量
の
変
化
が
、
他
財
の
隈
界
重
要
度
を
変
化
せ
し
む
る
事
に
基

　
　
¢

く
影
響
、
こ
れ
吾
二
つ
の
影
響
は
、
需
要
面
乃
至
価
椿
面
に
於

け
る
、
諾
財
相
互
間
に
、
二
様
の
依
存
関
係
の
存
在
す
る
事
を

示
す
と
共
に
、
．
そ
れ
吾
二
様
の
依
存
関
係
が
、
そ
の
基
礎
を
全

　
　
連
関
財
に
関
す
る
一
考
察
（
山
困
）

く
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
一
の
影

響
を
通
じ
て
の
依
存
関
係
は
、
価
格
所
得
を
通
じ
て
の
連
関
性

に
基
ず
く
そ
れ
で
あ
り
、
第
二
の
影
響
を
通
じ
て
の
依
存
関
係

は
、
使
用
上
の
連
関
性
に
基
く
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
専

ら
、
後
者
の
依
存
関
係
に
就
い
て
考
え
る
。
尚
、
斯
様
な
意
味

で
の
依
存
関
係
は
、
単
に
、
消
費
財
ば
か
り
で
は
な
く
、
生
産

財
に
就
い
て
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
特
に
、

前
者
に
就
い
て
考
察
す
る
。
財
相
互
間
に
、
使
用
上
の
連
関
性

の
認
め
ら
れ
る
時
、
そ
れ
ら
諸
財
は
、
相
互
に
連
関
財
で
あ
る

と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
連
関
性
が
ど
の
様
な
も
の
で
あ

る
か
に
し
た
が
っ
て
、
連
関
財
は
、
更
に
、
補
完
財
、
代
替
財

に
分
た
れ
る
。
連
関
財
に
於
け
る
こ
の
分
類
は
、
需
要
面
乃
至

価
格
面
に
於
け
る
多
数
財
相
互
間
の
変
動
関
係
の
分
析
を
、
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
（
二
一
九
）



、

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
二
号
）

易
な
ら
し
め
る
手
段
と
し
て
、
需
要
の
理
論
の
考
察
に
当
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

極
め
て
重
要
な
る
役
割
を
果
す
。
だ
が
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ

の
分
類
に
於
て
何
が
補
完
財
で
あ
り
、
何
が
代
替
財
で
あ
る
か

に
就
い
て
は
、
多
く
の
学
者
間
に
於
け
る
長
期
に
亙
る
論
争
に

も
拘
ら
ず
、
今
日
、
尚
、
十
分
な
る
見
解
に
到
達
し
て
居
る
も

の
と
は
見
難
い
。

　
私
見
に
依
れ
ば
、
連
関
財
に
関
す
る
考
察
が
、
経
済
理
論
、

今
の
場
合
需
要
の
理
論
に
於
て
、
特
に
必
要
で
あ
る
の
は
、
単

に
特
定
範
囲
の
諾
財
相
互
間
に
は
一
定
の
使
用
上
の
連
関
性
が

存
在
す
る
が
故
に
、
そ
う
で
な
い
範
囲
の
諸
財
と
は
区
別
し
て

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
云
う
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
て
、
そ
の
様
な
連
関
性
が
存
在
す
る
が
故
に
、
そ
う
で

な
い
場
合
と
は
異
っ
た
ふ
う
に
そ
れ
吾
の
需
要
最
は
決
定
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
云
う
に
あ
る
、
扱
、
言
す
れ
ば
、

特
定
範
囲
の
財
相
互
間
に
、
使
用
上
の
連
関
性
が
存
在
す
る
か
、

否
か
、
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
如
何
な
る
連
関
性
が
存
在
す
る

か
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
様
な
連
関
性
の
有
無
乃
至
相

違
が
、
そ
れ
吾
諸
財
の
需
要
量
に
、
如
何
に
反
映
す
る
か
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
（
二
二
〇
）

る
。
従
っ
で
、
連
関
財
に
於
け
る
代
替
補
完
の
定
義
も
、
単
に
、

消
費
面
に
於
て
な
す
の
で
は
な
く
、
更
に
進
ん
で
、
需
要
面
に

於
て
、
或
は
、
需
要
面
と
の
関
聯
に
於
て
、
な
す
こ
と
が
望
ま

　
＠

し
い
。

　
次
に
連
関
財
に
於
け
る
代
替
・
補
完
の
定
義
は
、
こ
れ
を
需

要
面
、
或
は
、
需
要
面
と
の
関
聯
に
於
て
な
す
こ
と
が
望
ま
し

い
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
結
果
は
当
該
財
相
互
間
の
使
用
上
の

連
関
性
と
十
分
一
致
す
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
る
。
諸
財
相
互
間
に
一
定
の

便
用
上
の
連
関
性
が
存
在
し
得
る
こ
と
、
及
、
そ
の
連
関
性
が

ど
の
様
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
に
依
っ
て
、
そ
れ
吾
諾
財
相

互
の
需
要
面
乃
至
価
格
両
に
於
け
る
依
存
関
係
は
当
然
異
っ
て

来
る
で
あ
ろ
う
と
云
う
事
は
、
容
易
に
理
解
せ
ら
れ
る
。
従
っ

て
、
二
般
に
連
関
財
に
於
け
る
代
替
補
完
の
定
義
を
需
要
面
に

於
て
な
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の

定
義
が
使
用
上
の
連
関
性
と
十
分
一
致
し
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

そ
れ
は
、
次
の
二
つ
の
場
合
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
、

一
、
需
要
面
に
於
け
る
相
互
依
存
の
関
係
が
使
用
上
の
連
関
性



●

　
　
に
基
か
な
い
場
含

二
、
使
用
上
の
連
関
性
に
基
く
が
、
そ
れ
が
何
等
か
○
事
情
に

　
　
依
り
歪
曲
さ
れ
た
る
姿
に
於
て
需
要
面
に
反
映
す
る
場
合

Ｈ
の
場
合
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
い
の
場
合
に
就
い
て
は
、
次

の
如
く
云
い
得
る
。
使
用
上
の
連
関
性
が
ユ
、
の
ま
ま
の
姿
で
需

要
面
に
反
映
し
な
い
以
上
、
需
要
面
に
於
け
る
諾
財
相
互
間
の

そ
の
様
な
依
存
関
係
は
、
そ
の
基
礎
と
し
．
て
、
使
用
上
の
連
関

性
以
外
の
他
の
連
関
性
を
も
含
む
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
此
の
連
関
性
に
は
、
怖
格
所
得
を
通
じ
て
の
連
関
性
ば
か
り

で
わ
な
く
、
更
に
他
の
連
関
性
を
も
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
然
し
な
が
ら
、
い
づ
れ
の
連
関
性
を
考
え
る
に
せ
よ
、
そ

れ
吾
の
連
関
性
を
含
む
代
替
補
完
の
定
義
は
、
単
に
本
来
の
連

関
財
の
連
関
性
を
十
分
に
示
す
も
の
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
ン
、

の
様
た
連
関
性
の
認
識
は
、
需
要
面
乃
至
価
格
面
に
於
け
る
財

相
互
間
の
伏
存
関
係
を
、
十
分
に
把
握
す
る
所
以
で
も
な
い
。

従
っ
て
、
ン
、
れ
吾
の
連
関
性
を
需
要
面
乃
至
価
格
面
に
於
て
捉

え
る
に
し
て
も
、
ン
、
れ
吾
は
、
各
六
、
そ
の
基
礎
を
な
す
夫
六

の
連
関
性
に
基
い
て
、
個
別
的
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

　
　
連
関
財
に
、
関
す
る
一
考
察
（
山
固
）

連
関
財
に
於
け
る
代
替
補
完
○
定
義
を
需
要
面
乃
至
価
格
面
に

則
し
て
な
す
場
合
、
そ
の
定
義
が
単
に
需
要
面
乃
至
価
格
面
に

於
け
る
諸
財
相
互
間
の
依
存
関
係
の
相
異
と
し
て
で
わ
な
く
、

一
層
深
い
根
拠
に
基
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
更

に
そ
の
根
拠
が
使
用
上
の
連
関
性
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
、
て
あ
る

な
ら
ば
、
そ
の
定
義
は
純
粋
に
使
用
上
の
連
関
性
に
基
い
て
為

さ
る
べ
き
で
あ
り
、
当
然
そ
の
定
義
は
使
用
上
の
連
関
性
と
一

敦
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
関
財
に
於
け
る
代
替

補
完
の
定
義
に
関
し
て
は
、
従
来
多
く
の
学
者
に
依
り
各
種
の

提
案
が
な
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
吾
の
中
、
特
に
、

重
要
と
思
わ
れ
る
若
干
の
主
張
に
就
き
、
特
に
上
述
の
二
点
に

考
慮
を
払
い
つ
つ
、
再
検
討
し
、
進
ん
で
、
若
干
の
私
見
を
述

べ
て
見
度
い
と
思
う
、

二

　
連
関
財
に
於
け
る
代
替
補
完
の
定
義
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
、

第
一
に
取
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
エ
ッ
ヂ
ワ
ォ
ー
ス
（
予
く
・

｝
昌
零
考
睾
ラ
）
及
パ
レ
ー
ト
（
く
・
－
、
膏
ｇ
ｏ
）
の
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
（
二
二
一
）



り
、
、
　
　
・
　
”
・
、
、
∴
４
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、
．
，
、
ぺ
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一
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“
、
巾
、
い
、
ｐ
曽
箒
｝
ぷ
、
一
，
タ
、
鷹
，
紬
宗
メ
ベ
，
一
、
争
，
一
引
ぺ
、
亡
、
、
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＠

彼
等
は
こ
れ
を
次
の
如
く
に
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
２
　
　
３

　
今
刈
篶
箏
：
を
以
て
夫
六
財
ｘ
ｘ
ｘ
…
の
量
を
表
す
も
の
と

す
れ
ば
、
個
人
の
総
効
用
函
数
は

　
（
Ｈ
．
Ｈ
）
　
　
　
　
息
Ｈ
冷
（
ど
、
：
…
ち
ｓ
）

で
示
さ
れ
る
。
ｕ
の
両
辺
を
篶
に
つ
い
て
偏
微
分
す
る
と

　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塁

（
竃
）
　
　
阜
Ｈ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

が
得
ら
れ
る
。
｛
１
は
財
．
ｚ
の
限
異
効
用
で
あ
る
。
更
に
１
・
の
両

辺
を
幻
に
つ
い
て
偏
微
分
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
く

（
二
）
　
　
亭
Ｊ
も
ま

ん
は
ム
の
微
少
な
る
一
単
位
の
増
加
に
伴
う
ム
の
限
界
効
用
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

増
加
分
を
表
わ
す
。
エ
ッ
デ
ワ
ォ
ー
ス
、
バ
レ
ー
ト
は
こ
の
¢

の
符
号
が
、
正
で
あ
る
か
、
零
で
あ
る
か
、
負
で
あ
る
か
、
に

従
っ
て
ム
篶
両
財
は
補
完
財
で
あ
り
、
独
立
財
で
あ
り
、
代
替

財
で
あ
る
と
す
る
、
即
ち

　
（
Ｈ
ト
）
　
　
　
　
尽
ミ
ｗ
ぺ

　
更
に
ゆ
式
を
言
葉
に
依
っ
て
表
せ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
人
、
の
隈
界
効
用
が
篶
の
所
有
量
の
増
加
と
共
に
増
加
す
る
か
、

不
変
で
あ
る
か
、
滅
少
す
る
か
、
に
従
っ
て
篶
乃
二
財
は
補
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
（
ニ
ニ
ニ
）

財
で
あ
り
、
独
立
財
で
あ
り
、
代
替
財
で
あ
る
。
」

　
有
の
定
義
に
於
て
、
阜
－
専
ミ
で
あ
る
か
ら
ｘ
が
ｘ
に
対
し

補
完
財
で
あ
る
時
、
ｘ
は
ま
た
ｘ
に
対
し
補
完
財
で
あ
り
、
代

替
財
の
場
合
に
も
同
様
の
事
が
云
え
る
。
叉
、
こ
の
定
義
は
同

一
主
体
の
下
に
於
て
ム
ム
ニ
財
が
常
に
同
一
の
関
係
を
保
つ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ｏ
　
．
■

と
を
要
請
す
る
毛
の
で
は
な
い
。
瓜
ミ
Ｈ
亭
沽
の
符
号
は
ｘ
ｘ
二

財
の
量
如
何
に
依
っ
て
変
り
得
る
。
従
っ
て
、
同
一
主
体
の
下

に
、
ふ
ム
ニ
財
は
一
定
領
域
に
於
て
補
完
財
で
あ
り
他
の
領
域

に
於
て
代
替
財
た
る
可
能
性
を
有
す
る
。

　
エ
ッ
ヂ
ワ
ォ
ー
ス
、
バ
レ
ー
ト
の
定
義
は
諾
財
相
互
間
に
存

在
す
る
代
替
補
完
の
関
係
を
所
有
量
と
限
界
効
用
の
変
動
関
係

を
基
準
と
し
て
区
別
す
る
の
で
あ
■
る
が
、
そ
れ
は
、
斯
様
な
関

係
を
使
用
上
の
連
関
性
阜
、
の
も
の
に
則
し
て
捉
え
た
る
も
の
で

あ
り
、
こ
の
意
味
に
於
て
、
連
関
財
に
於
け
る
代
替
・
補
完
の

関
係
を
区
別
す
る
根
本
的
基
準
を
示
す
も
○
と
云
え
る
一
然
し

な
が
ら
、
こ
の
定
義
は
ニ
カ
に
於
て
効
用
の
可
測
性
を
前
提
し
、

他
方
に
於
て
需
要
面
乃
至
価
格
面
と
の
直
接
の
締
び
付
き
を
欠

く
点
で
、
連
関
財
に
於
け
る
代
替
補
完
ｏ
定
義
と
し
て
は
十
分



な
る
も
の
と
は
云
え
な
い
一
効
用
○
不
可
測
性
、
従
っ
て
、
効

用
の
可
測
性
を
前
提
と
す
る
理
論
の
不
合
理
性
に
就
い
て
は
、

初
期
主
観
価
値
説
の
根
本
的
欠
陥
〇
一
つ
と
し
て
従
来
し
ば
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ば
指
摘
せ
ら
れ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
再
言
を
要
し
な
い
。

エ
ッ
ヂ
ワ
オ
ー
ス
、
パ
レ
ー
ト
の
定
義
は
需
要
両
乃
至
価
格
面

と
の
結
び
付
き
を
欠
く
と
云
う
時
、
そ
れ
に
は
二
つ
の
問
題
が

あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
代
替
補
完
の
定
義
は
何
故
需
要
面
乃
至

価
格
面
に
於
て
定
義
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
で
あ
り
、
そ
の
二

は
、
エ
ッ
ヂ
ワ
ォ
ー
ス
、
パ
レ
ー
ト
の
定
義
を
直
接
需
要
面
乃

至
価
格
面
に
於
て
定
義
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
か
、
ど
う
か

で
あ
る
。

　
第
一
の
問
題
に
就
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、

特
に
、
第
二
の
問
題
に
就
い
て
考
察
し
よ
う
、

　
今
み
の
限
界
効
用
伽
を
そ
の
価
格
乃
に
て
表
わ
せ
ば
次
の
如

く
な
る
。

　
（
Ｈ
．
岬
）
　
　
　
　
阜
Ｈ
ミ
、
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
〃
は
支
出
さ
れ
る
貨
幣
の
限
界
効
用
で
あ
る
。
岬
の
両
辺
を

～
に
て
偏
微
分
す
る
と
、

　
　
違
関
財
に
関
す
る
一
考
察
（
山
因
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
　
　
¢
ミ

一
５
　
　
ぎ
、
、
、
、
、
ぎ
ま
、
ぎ

＾
式
の
右
辺
○
各
項
は
主
観
的
概
念
た
る
貨
幣
の
限
界
効
用

を
含
む
、
然
し
な
が
ら
、
～
の
微
少
な
る
変
化
に
対
し
て
貨
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
ミ

の
限
界
効
用
は
一
定
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
＞
Ｑ
３
は
零
と

な
り
、
“
式
は
次
の
如
く
な
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
一

　
（
Ｈ
・
べ
）
　
　
　
尽
迂
Ｈ
ミ
、
ジ
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
３

　
〃
式
に
於
て
、
刎
は
常
数
で
あ
り
、
正
で
あ
る
か
ら
、
｛
の

　
（

符
号
は
伽
～
の
そ
れ
に
一
致
す
る
。
従
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
ｓ
一
〉

　
（
Ｈ
．
ｏ
。
）
　
　
　
　
　
　
州
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
ｑ
３

　
岬
式
に
従
っ
亡
、
疋
み
両
財
は
柿
完
財
で
あ
り
、
独
立
財
で

あ
り
、
代
替
財
で
あ
る
。
若
し
、
財
の
価
格
を
独
立
変
数
、
そ

の
量
を
従
属
変
数
と
し
て
考
え
れ
ば
、
岬
式
は
次
の
如
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
ぎ
く

　
（
；
）
　
　
　
　
　
ｗ
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
ｓ
、

　
、
・

　
”
式
を
一
青
葉
に
依
り
表
わ
せ
ば
次
の
如
で
あ
る
、

　
「
～
の
需
要
量
が
篶
の
価
格
の
増
加
と
共
に
滅
少
す
る
か
、

不
変
で
あ
る
か
、
増
加
す
る
か
、
に
従
つ
て
ム
み
二
財
は
補
完

財
で
あ
り
、
独
立
財
で
あ
り
、
代
替
財
で
あ
る
」
¢
が
有
限

に
し
て
連
続
な
る
二
次
導
函
数
を
有
す
る
な
ら
ば
、
リ
！
、
ｏ
領
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
（
二
二
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
二
晋
）

に
於
て
微
分
の
順
序
を
逆
に
し
て
も
そ
の
値
い
に
変
り
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
ノ

即
ち
息
ミ
Ｈ
私
ま
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
等
式
か
ら
、
Ｈ
及
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

は
次
の
如
く
な
る
。
先
ず
Ｈ
式
に
於
け
る
．
ｚ
を
ノ
に
取
換
え
、

両
辺
を
篶
に
依
り
微
分
す
れ
ば
、
次
の
等
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
一
　
む
ミ

　
（
旨
◎
）
　
　
ぎ
Ｈ
、
、
、
宇
ポ
十
享
ぎ

　
次
に
息
ミ
Ｈ
私
ま
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
“
及
１
０
か
ら
、
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
叫

式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
｛
　
　
ｏ
ミ
　
　
　
ミ
＼
　
　
Ｑ
ミ

一
昌
一
　
ミ
ぎ
十
＞
ぎ
Ｈ
、
、
．
ぎ
十
ぎ
ポ

　
）

　
蝸
に
於
け
る
と
同
様
、
〃
を
～
的
の
微
少
な
る
変
化
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

て
一
定
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
等
式
１
１
か
ら
次
式
が
得
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

る
。　

　
　
　
　
　
　
冬
心
　
ｏ
〉
〉

　
（
Ｈ
．
Ｈ
ｂ
０
）
　
　
　
　
　
　
Ｈ
－
　
バ
川
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
９
．
、
　
ｐ
３

　
或
は

　
　
　
　
　
　
　
ｐ
３
　
　
ｐ
３
へ

　
（
Ｈ
ｌ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
）
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
ミ
、
　
寺
一
Ｖ

　
１
２
及
１
３
を
ホ
ー
ト
リ
ン
グ
の
条
件
と
呼
ぶ
。

　
｛
　
叫

　
有
の
考
祭
か
ら
、
次
の
こ
と
が
云
わ
れ
る
、
価
格
を
通
じ
て

財
の
隈
界
効
用
と
貨
幣
○
限
界
効
用
と
を
関
係
づ
け
る
こ
と
に

依
り
、
エ
ッ
チ
ワ
ォ
ー
ス
、
パ
レ
ー
ト
ｏ
定
義
を
需
嬰
面
と
○

－
ヤ
　
’
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
（
二
二
囚
）

関
聯
に
於
て
表
示
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、

斯
く
し
て
表
示
せ
ら
れ
た
る
そ
の
定
義
は
そ
の
内
に
貨
幣
の
隈

界
効
用
を
含
む
が
故
に
効
用
可
測
性
に
ま
つ
わ
る
困
難
か
ら
依

然
脱
却
し
得
な
い
。
エ
ッ
ヂ
ワ
ォ
ー
ス
、
パ
レ
ー
ト
の
定
義
を

需
要
面
に
於
て
表
示
す
る
に
当
り
、
貨
幣
の
隈
界
効
用
を
一
定

と
す
る
時
、
蝸
及
”
式
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
吾
両
式
は
経
験
的

に
把
握
し
得
る
価
格
と
需
要
量
の
み
か
ら
成
る
か
ら
、
効
用
可

測
性
の
仮
定
に
ま
つ
わ
る
如
き
困
難
は
、
も
早
そ
こ
に
は
存
在

し
な
い
。

　
然
し
な
が
ら
、
Ｈ
及
”
式
と
エ
ッ
ヂ
ワ
ォ
ー
ス
、
パ
レ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（

の
定
義
皿
と
が
一
致
す
る
の
は
貨
幣
の
限
界
効
用
一
定
の
仮
定

を
詐
容
し
得
る
場
合
だ
け
で
あ
り
、
斯
様
な
仮
定
を
許
容
し
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

な
い
場
合
に
は
両
者
は
必
し
も
一
致
し
な
い
、
何
故
な
七
ば
、

後
者
の
場
合
に
は
ｕ
式
の
有
左
両
辺
は
単
に
絶
対
値
に
於
て
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
符
号
に
於
て
も
、
亦
、
必
し
も
一
致
し
な
い

か
ら
で
あ
る
、
貨
幣
の
隈
界
効
用
一
定
の
仮
定
を
取
去
る
時
は
、

“
式
の
有
辺
第
二
項
は
零
以
外
の
一
定
の
値
い
を
取
る
、
若
し

此
の
値
が
第
一
項
？
！
、
れ
よ
り
大
で
あ
る
な
ら
ば
、
伽
の
符
号



は
第
一
項
の
符
号
如
何
に
拘
ら
ず
、
第
二
項
の
符
号
に
依
り
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

定
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
〃
式
の
左
右
両
辺
は
単
に
絶
対
値
に

於
て
の
み
な
ら
ず
、
叉
、
丑
、
の
符
号
に
於
て
も
、
必
し
て
一
致

す
る
と
は
云
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
〃
式
に
於
け
る
左
右
両

辺
の
符
号
の
相
異
は
ホ
ー
ト
リ
ン
グ
の
条
件
に
依
る
代
替
補
完

の
定
義
が
エ
ツ
ヂ
フ
ォ
ー
ス
、
パ
レ
ー
ト
の
そ
れ
と
一
致
せ
ず
、

従
っ
て
、
前
者
は
財
相
互
間
の
使
用
上
の
連
関
性
を
十
分
反
映

す
る
も
の
と
は
見
難
い
こ
と
を
示
す
、
と
共
に
、
更
に
、
エ
ツ

ヂ
ワ
ォ
ー
ス
、
パ
レ
ー
ト
の
定
義
を
需
要
面
乃
至
価
格
面
に
依

り
表
示
す
る
こ
と
の
不
可
能
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上

は
一
財
に
対
す
る
支
出
の
変
化
が
貨
幣
の
限
界
効
用
を
変
化
せ

し
む
る
場
合
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
、
即
ち
、
貨
幣
の

隈
界
効
用
乞
一
定
と
見
る
場
合
に
は
、
”
式
の
第
二
項
は
零
と

な
り
、
ホ
ー
ト
リ
ン
グ
の
条
件
は
エ
ッ
ジ
ワ
ォ
ー
ス
、
パ
レ
ー

ト
の
定
義
に
一
致
す
る
。
そ
し
て
、
通
常
の
場
合
一
個
人
の
一

財
に
対
す
る
支
出
は
そ
の
個
人
の
総
所
得
に
対
し
て
比
較
的
少

な
る
割
合
を
占
む
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
一
般
に
、
貨
幣
の
隈

界
効
用
は
一
定
と
昆
て
差
支
え
な
い
。
然
し
、
一
財
に
対
す
る

　
　
連
関
財
に
関
す
る
一
考
察
（
山
固
）

支
出
の
そ
の
個
人
の
総
所
得
に
於
て
占
る
割
合
が
大
な
る
場
合
、

及
、
支
出
の
変
化
に
伴
う
貨
幣
の
限
界
効
用
の
変
化
を
厳
密
に

　
　
　
　
　
　
＠

考
え
る
場
合
に
は
、
ホ
ー
ト
リ
ソ
グ
の
定
義
と
エ
ッ
ヂ
ワ
オ
ー

ス
、
パ
レ
ー
ト
の
定
義
と
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
云
え
な

い
。

三

　
前
節
に
於
て
述
べ
た
る
如
く
、
エ
ッ
ヂ
ワ
ォ
ー
ス
、
パ
レ
ー

ト
は
連
関
財
の
定
義
を
諾
財
相
互
間
の
所
有
量
と
隈
界
効
用
の

変
動
関
係
を
基
準
と
し
て
行
な
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
、
連

関
財
相
互
間
の
連
関
性
を
そ
の
基
本
的
関
係
に
則
し
て
定
義
し

た
も
の
と
云
え
る
。
然
し
な
が
ら
、
此
の
定
義
は
効
用
の
可
測

性
を
前
提
と
す
る
と
云
う
意
味
で
そ
れ
自
体
不
十
分
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
そ
の
需
要
面
に
於
け
る
表
示
を
不
徹
底
な
る
も

の
と
す
る
。
選
択
の
理
論
を
援
用
し
て
連
関
財
を
定
義
せ
ん
と

の
試
み
は
、
効
用
可
測
性
の
仮
定
を
必
要
と
し
な
い
で
、
然
も
、

連
関
財
を
そ
の
基
本
的
関
係
に
則
し
て
定
義
せ
ん
と
の
要
求
に

基
く
も
の
で
あ
る
、
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
（
奉
・
冒
・
』
◎
～
畠
９
－
）
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
（
ニ
ニ
五
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
　
　
立
命
舘
経
済
掌
八
第
二
巻
・
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

れ
を
次
の
如
き
方
法
に
依
り
行
お
う
と
す
る
。
今
ｘ
形
ｘ
二
財
の

量
を
直
交
す
る
二
つ
の
軸
の
夫
々
一
方
に
て
表
わ
す
時
、
同
一

水
準
の
満
足
を
あ
た
え
る
そ
れ
等
二
財
の
各
種
の
量
の
組
合
せ

を
示
す
点
の
軌
跡
は
無
差
別
曲
線
で
あ
る
。
ム
軸
を
基
準
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
¢

る
無
差
別
曲
線
の
傾
斜
を
巧
で
表
わ
す
も
の
と
す
れ
ば
、
　
さ
一

去
早
雫
ぺ
で
あ
る
。
碓
三
般
に
次
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
３
　
　
　
　
．
３
　
　
ゴ

と
が
云
わ
れ
る
。
無
差
別
曲
線
の
傾
斜
”
は
、
火
の
火
量
を
一

　
　
　
　
．
ｏ
　
　
　
づ

定
と
し
て
ｘ
の
ｘ
量
を
増
加
す
る
時
、
滅
少
す
る
（
絶
対
値
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
乞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
３

於
て
）
が
、
反
対
に
、
工
の
篶
量
を
一
定
と
し
て
、
丁
の
灼
量

を
増
加
す
る
時
、
増
加
す
る
（
絶
対
値
に
於
て
）
。
こ
れ
等
は

数
式
に
依
り
次
の
如
く
示
さ
れ
る
。

一
ド
、
６
　
－
淵
、
、
－
中
一
幸
一
」
、
亭
Ｎ
憶
、
尽

　
且

一
ド
、
げ
一
　
雫
人
ぺ
↑
讐
－
薫
ド
、
、
亭
、
〈
・

　
不
等
式
山
及
山
は
＄
ミ
ｖ
ｓ
の
時
常
に
満
さ
れ
る
が
、
＄
ミ
〈
ｓ

　
　
　
　
¢
　
２

　
　
　
　
　
　
（

の
時
は
必
ず
し
も
満
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甘
　
　
ｂ

れ
ら
の
不
等
式
を
基
準
と
し
て
、
若
し
肚
及
肌
が
共
に
浦
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
．
ｚ
　
．
刀

る
な
ら
ぱ
、
人
ｘ
二
財
は
補
完
財
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
不
等
式

・
、
、
、
、
廿
挙
．
ヨ
．
い
一
、
一
タ
、
一
．
、
，
苗
、
、
、
、
、
－
　
，
　
、
　
　
・
．
，
．
，
ミ
缶
，
一
｝
一
．
．
、
一
上
、
、
　
、
、
。
、
，
泌
、
一
、
、
デ
一
詰
、
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
（
ニ
ニ
六
）

　
　
の
中
い
ず
れ
か
一
方
が
満
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
ム
ム
ニ
財
は
代

　
　
替
財
で
あ
る
、
と
す
る
〕
然
し
、
こ
の
定
義
に
於
て
は
、
有
の

　
不
等
式
の
中
い
ず
れ
か
一
方
が
満
さ
れ
な
い
場
合
、
ム
乃
二
財

　
は
そ
の
領
域
内
に
於
て
代
替
財
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
す

　
べ
て
の
領
域
に
於
て
そ
う
で
あ
る
の
か
、
明
瞭
で
な
い
。
ア
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
～
　
｝

　
　
ン
（
声
ｐ
冒
と
Ｈ
、
目
）
は
此
の
点
を
明
確
に
し
、
肌
及
肛
が

　
共
に
満
さ
れ
る
点
を
正
常
的
位
置
、
ユ
、
れ
等
の
中
一
方
の
み
満
‘

　
さ
れ
る
点
を
非
正
常
的
伎
置
と
名
付
け
、
連
関
財
を
次
の
如
く

　
　
　
　
　
＠

　
に
定
義
す
る
。
　
「
若
し
二
財
が
す
べ
て
の
点
亡
正
常
的
関
係
を

　
有
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
等
両
財
は
補
完
財
で
あ
り
、
二
財
が
或

　
点
で
（
す
べ
て
の
点
で
は
な
く
）
非
正
常
的
関
係
を
有
す
る
な

　
ら
ば
、
そ
れ
等
両
財
は
代
替
財
で
あ
る
」
従
っ
て
、
ア
レ
ン
に

　
あ
っ
て
は
、
二
財
は
す
べ
て
の
点
で
同
一
の
関
係
に
立
つ
も
の

　
と
考
え
ら
れ
て
届
る
。

　
　
以
上
の
如
く
、
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
及
ア
レ
ン
は
ム
ム
ニ
財
に
就
き
、

　
夫
六
一
方
の
所
有
量
の
変
化
が
両
財
の
隈
界
効
用
の
比
に
如
何

　
な
る
影
響
を
あ
七
／
こ
え
ろ
か
に
依
り
、
ン
、
れ
ら
両
財
Ｏ
連
関
性
を

　
定
義
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
定
義
は
、
結
局
、
次
の



如
く
理
解
せ
ら
れ
る
、

　
今
ム
ム
ニ
財
が
補
完
財
で
あ
り
、
ン
、
の
中
の
一
方
、
例
え
ば
、

ム
の
所
有
量
が
増
加
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
ム
の
隈
界
効
用
は

滅
少
し
、
ム
の
隈
界
数
用
は
増
加
す
る
。
ム
の
乃
に
対
す
る
隈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
”

界
効
用
の
比
は
当
然
小
と
な
り
、
肛
は
満
さ
れ
る
、
ｘ
は
一
定

で
あ
り
、
乃
の
所
有
量
が
増
加
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
ム
の
限

界
効
用
は
滅
少
し
、
ム
の
限
界
効
用
は
増
加
す
る
。
ｘ
の
ｘ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

対
す
る
隈
界
効
用
の
比
は
当
然
大
と
な
り
、
肌
は
満
さ
れ
る
。

ム
刈
二
財
が
代
替
財
で
あ
り
、
．
且
、
ム
が
乃
に
対
し
劣
等
財
で

あ
る
場
合
、
ム
の
所
有
量
の
み
増
加
す
る
も
の
と
す
れ
ば
ど
う

で
あ
る
か
、
ム
ム
共
に
そ
の
限
界
効
用
は
滅
少
す
る
。
然
し
ｘ

の
限
界
効
用
の
滅
少
率
が
ム
の
限
界
効
用
の
滅
少
率
よ
り
大
な

る
限
り
、
、
ふ
の
乃
に
対
す
る
隈
界
効
用
の
比
は
当
然
少
与
な
り
、

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

甘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
３

ユ
は
満
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
ム
は
一
定
で
あ
り
ｘ
ｑ
所
有
量

Ｇ
が
増
加
す
る
時
は
ど
う
で
あ
る
か
、
乃
ム
共
に
そ
の
限
界
効
用

は
減
少
す
る
。
然
し
、
此
の
場
合
は
、
ム
の
限
界
効
用
の
滅
少

卒
は
ム
の
限
界
効
用
の
滅
少
率
よ
り
小
で
あ
り
、
ム
の
篶
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
い

す
る
限
界
効
用
の
比
は
当
然
少
と
な
り
、
趾
は
満
さ
れ
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
連
関
財
に
関
す
る
一
考
察
（
山
固
）

ム
が
刈
に
対
し
て
優
秀
財
で
あ
る
場
含
に
は
、
こ
れ
と
逆
の
経

　
　
　
　
　
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

過
を
辿
り
、
肚
は
満
さ
れ
な
い
が
、
肚
は
満
さ
れ
る
、

　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ー

　
有
の
説
明
に
於
て
、
ん
が
ム
に
対
し
劣
等
財
な
る
場
合
、
ム

の
増
加
に
基
づ
く
ん
の
限
界
効
用
の
滅
少
率
は
ｘ
の
限
界
効
用

の
滅
少
卒
よ
り
大
で
な
る
が
、
ｘ
の
増
加
に
基
く
ｘ
の
隈
界
効

用
の
減
少
率
は
山
の
隈
界
効
用
の
滅
少
率
よ
り
小
で
あ
る
、
と

云
う
の
は
何
故
か
、
こ
れ
に
就
い
て
は
一
般
に
次
の
如
く
考
え

　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ｚ
　
　
　
　
　
　
　
　
．
３

ら
れ
る
、
ム
が
劣
等
財
の
場
合
に
は
、
ｘ
の
限
界
効
用
は
ｘ
の

隈
界
効
用
に
比
し
て
相
対
的
に
小
で
あ
る
、
従
っ
て
、
一
方
の

所
有
量
の
増
加
が
両
財
の
限
界
効
用
に
及
ぼ
す
効
果
は
全
く
同

一
で
あ
る
と
し
て
も
、
尚
、
ふ
の
限
界
効
用
の
変
化
率
は
ｘ
の

限
界
効
用
の
変
化
卒
よ
り
大
と
な
る
の
で
あ
る
、
一
財
の
所
有

量
の
変
化
が
両
財
の
隈
界
効
用
に
及
ぼ
す
効
果
は
同
一
で
は
な

く
、
一
般
に
所
有
最
の
変
化
す
る
財
に
於
け
る
そ
れ
の
方
が
大

で
あ
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
だ
け
は
、
斜
酌
し
て
考
え
ら

れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い
、

　
有
の
見
解
に
依
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
、
緒
局
、
乃
が
劣
等
財

で
あ
り
、
そ
の
限
界
効
用
が
ム
？
！
、
れ
に
比
し
て
小
な
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
（
ニ
ニ
七
）



　
　
　
立
命
舘
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
二
号
）

に
求
め
ら
れ
て
居
る
。
成
程
、
こ
れ
は
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。

然
し
、
そ
れ
が
唯
一
の
理
由
で
は
な
い
。
有
の
見
解
に
於
て
は

隈
界
効
用
の
相
対
的
に
少
な
る
財
、
従
っ
て
、
所
有
量
の
相
対

的
に
大
な
る
財
が
劣
等
財
と
見
ら
れ
て
居
る
。
仮
に
、
こ
の
様

な
財
の
劣
等
性
（
若
し
そ
の
様
に
呼
ぶ
こ
と
が
詐
さ
か
る
な
ら

ば
）
を
量
に
基
ず
く
劣
等
性
と
名
付
け
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
対

し
て
、
普
通
の
所
謂
劣
等
性
、
即
ち
、
そ
の
品
質
が
劣
る
が
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
劣
等
性
は
質
に
基
づ
く
劣
等
性
で
あ
る
。
此
の
質
に
基
づ
く

劣
等
性
は
代
替
財
１
に
関
す
る
さ
き
の
説
明
に
於
て
、
量
に
基
づ

く
劣
等
性
と
類
似
の
働
き
を
な
す
。
即
ち
、
今
ム
ム
ニ
財
が
代

省
関
係
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
等
二
財
の
中
そ
の
一
方
の
増

加
は
、
こ
れ
を
或
程
度
に
於
て
、
両
財
の
増
加
と
見
る
事
が
出

来
る
。
従
っ
て
、
例
え
ば
、
ム
が
質
に
基
く
劣
等
財
で
あ
り
、

且
、
ｘ
ｘ
二
財
の
中
い
ず
■
れ
か
一
方
が
増
加
す
る
も
の
と
す
れ

ば
、
そ
の
増
加
が
い
ず
れ
の
財
で
あ
る
場
合
に
も
、
常
に
、
両

財
の
質
的
差
等
は
ｘ
の
限
界
効
用
を
滅
少
し
、
ｘ
の
隈
界
効
用

を
増
加
す
る
様
作
用
す
る
、
い
ず
れ
Ｏ
財
の
増
加
も
、
そ
れ
は
、

常
に
、
ふ
の
入
に
対
す
る
隈
界
効
用
○
比
を
滅
少
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
（
二
二
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
い

な
ら
な
い
。
不
等
式
肌
、
肚
の
一
方
が
満
さ
れ
、
他
方
が
蒲
さ

れ
な
い
の
は
一
部
は
ム
篶
二
財
の
量
的
相
異
に
基
く
も
の
で
あ

る
が
、
他
の
一
部
は
そ
れ
ら
両
財
の
質
的
相
違
に
基
く
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
及
ア
レ
ン
は
、
二
財
間
の
代
替
補
完
の
関
係
を
、

一
財
の
所
有
量
の
変
化
が
他
財
の
隈
界
効
用
に
及
ぼ
す
効
果
で

は
な
く
し
て
、
そ
れ
等
両
財
の
限
界
効
用
の
比
に
及
ぼ
す
効
果

を
基
準
と
し
て
、
定
義
し
よ
う
と
す
る
、
従
っ
て
、
そ
れ
は
、

一
方
に
於
て
、
諸
財
間
の
使
用
上
の
連
関
性
を
そ
の
基
本
的
関

係
に
於
て
把
え
る
と
、
共
に
、
他
方
に
於
て
、
そ
れ
に
伴
う
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

用
可
測
性
の
問
題
を
回
避
せ
る
も
の
と
云
え
る
。
然
し
な
が
ら
、

ジ
ヨ
ン
ソ
ン
・
ア
レ
ン
は
此
の
様
な
方
法
を
取
る
こ
と
に
依
り

連
関
財
に
於
け
る
代
替
補
完
の
定
義
に
十
分
成
功
し
た
と
は
云

え
な
い
。
ン
」
れ
は
、
何
よ
り
も
、
先
ず
、
定
義
そ
の
も
の
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
｝

容
に
あ
る
、
彼
等
は
不
等
式
”
、
皿
を
基
準
と
し
て
、
リ
〆
、
れ
ら

が
共
に
満
さ
れ
る
か
、
一
方
の
み
満
さ
れ
る
か
、
に
従
っ
て
二

財
間
の
関
係
を
補
完
関
係
と
見
、
代
替
関
係
と
見
よ
う
と
す
る
。

然
し
、
此
○
様
に
し
て
定
義
せ
ら
れ
た
代
替
・
補
完
の
関
係
は
、



厳
密
に
云
っ
て
、
エ
ツ
ヂ
ワ
ォ
ｉ
ス
、
パ
レ
ー
ト
？
１
、
れ
と
一

致
す
る
も
の
で
は
な
い
ニ
ェ
ツ
ヂ
ワ
ォ
ー
ス
、
パ
レ
ー
ト
の
定

義
か
ら
す
れ
ば
、
ム
み
二
財
の
中
い
ず
れ
か
一
方
、
例
え
ば
、

ム
の
所
有
量
の
増
加
が
み
の
隈
界
効
用
を
増
加
も
滅
少
も
し
な

い
な
ら
ば
、
即
ち
、
息
ま
Ｈ
ｓ
な
ら
ば
、
両
財
は
独
立
財
で
あ
る
。

然
る
に
、
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
、
ア
レ
ン
の
定
義
に
依
れ
ば
、
こ
の
様

　
　
　
　
　
　
↓
　
　
）

　
　
　
　
　
　
、
。
　
　
ｂ

な
場
合
不
等
式
叫
、
肛
は
共
に
負
で
あ
り
、
そ
れ
ら
両
財
は
補

　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
．

完
財
と
な
る
。
後
の
定
義
は
事
実
に
反
す
る
。

　
次
に
任
意
の
二
財
の
中
、
一
財
の
所
有
量
の
増
加
が
他
財
の

限
界
効
用
に
及
ぼ
す
効
果
は
そ
の
方
向
に
於
て
必
し
も
常
に
同

一
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
既
に
所
有
せ
る
そ
れ
等
両
財
の
所
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

量
の
如
何
に
依
っ
て
変
り
得
る
。
従
つ
て
、
エ
ジ
オ
ス
、
パ
レ

ー
ト
の
定
義
よ
り
す
れ
ば
、
二
財
は
或
場
合
に
は
代
替
財
他
の

場
合
に
は
補
完
財
た
り
得
る
。
然
る
に
、
ア
レ
ン
は
ム
ム
ニ
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
幻
　
い

が
い
ず
れ
か
の
点
に
於
て
、
肛
、
肌
の
一
方
を
満
足
し
な
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
（

ら
ば
、
ユ
、
れ
等
両
財
は
す
べ
て
の
点
に
於
て
代
替
財
で
あ
る
と

見
る
。
彼
に
あ
っ
て
は
二
財
は
す
べ
て
の
点
に
於
て
同
一
の
関

係
に
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
屠
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
叉

　
　
連
関
財
に
関
す
る
一
考
察
（
山
田
）

事
実
に
反
す
る
、

　
以
上
の
如
く
、
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
、
ア
レ
ン
の
定
義
は
エ
ツ
ヂ
ワ

ォ
ー
ス
、
パ
レ
ー
ト
の
定
義
と
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
そ
れ
ら

は
事
実
に
反
す
る
と
云
う
意
味
で
い
ず
れ
も
前
者
の
欠
点
と
見

ら
れ
る
か
ら
、
此
の
点
に
於
て
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
・
ア
レ
ン
の
定
義

は
財
相
互
間
の
使
用
上
の
連
関
性
を
十
分
に
示
す
も
の
と
は
云

え
な
い
。
そ
れ
で
は
こ
の
定
義
を
要
需
面
に
於
て
表
示
す
れ
ば

ど
う
な
る
か
。

　
〃
を
以
て
貨
幣
の
限
界
効
用
を
表
わ
す
も
の
と
す
れ
ば
、
前

節
に
於
け
る
と
同
様
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
亭
Ｈ
ミ
ミ
心
　
　
息
、
Ｈ
ミ
、
、

　
第
一
式
を
灼
第
二
式
を
幻
に
就
き
夫
六
偏
微
分
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
＞
　
　
ｑ
ミ

一
竃
”
一
一
　
亭
－
ミ
・
ぎ
十
＞
ぎ

　
且
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、
　
　
ｏ
ミ

一
量
、
一
　
ぎ
－
、
、
、
ぎ
十
＞
ヨ

　
　
　
　
）
　
　
Ｏ

　
ま
た
、
蝸
及
ユ
か
ら

　
　
　
　
（
　
〔
ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
＞
　
　
ミ

　
（
簑
い
一
）
　
　
ぎ
Ｈ
ミ
、
ｄ
引
志
、
琴
一

　
且
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
（
二
二
九
）

ー
グ



　
　
立
命
舘
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
二
晋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
，
　
　
ｑ
ミ

（
墨
ヴ
）
　
　
苧
－
ミ
、
ぎ
十
、
３
ポ

　
　
　
　
　
　
幻
　
｝

　
以
上
六
式
を
１
及
１
に
代
入
す
る
と

　
　
　
　
　
　
阻
阻

　
　
　
　
　
　
　
　
○
さ
｛
　
Ｈ
　
ミ
｛
　
＞
　
　
ｓ
“

　
（
～
５
）
　
　
１
　
　
Ｈ
－
－
…
・
－
－
－
　
・
　
〈
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
○
ま
　
　
、
、
　
ｏ
ポ
　
、
、
、
　
Ｑ
ど

　
且

　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
さ
｛
　
》
　
　
§
、
　
Ｈ
　
　
ｓ
“

（
竃
５
　
　
、
ぎ
．
－
、
ぺ
．
ぎ
１
－
．
ｄ
ポ
〈
、

　
こ
れ
が
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
、
ア
。
レ
ン
の
定
義
の
需
要
面
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
　
　
ｂ

表
示
で
あ
る
。
即
ち
若
し
阯
、
以
が
共
に
満
足
せ
ら
れ
る
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
／
■
＼

ば
、
ム
ム
ニ
財
は
補
完
財
で
あ
り
、
そ
の
↓
方
が
い
づ
れ
か
の

点
で
満
足
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
両
財
は
代
替
財
で
あ
る
。

　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
フ
リ
ー
ド
マ
ン
（
竃
．
宅
ユ
＆
旨
竃
）
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ア
レ

ン
同
様
連
関
財
に
関
す
る
考
察
の
基
礎
を
選
択
理
論
に
求
め
た

の
で
あ
る
が
、
彼
は
連
関
財
の
定
義
を
飽
満
曲
線
を
利
用
し
て

行
う
こ
と
に
依
り
、
前
節
に
於
て
指
摘
し
た
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｃ
う

レ
ン
の
定
義
の
欠
陥
を
取
除
こ
う
と
し
た
、
そ
れ
は
次
の
如
く

に
し
て
行
わ
れ
る
、
ム
篶
二
財
か
ら
な
る
任
意
の
無
差
別
曲
線

の
傾
呉
↑
亨
、
崇
有
量
嘉
と
共
に
次
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
（
二
三
〇
）

に
減
少
し
（
絶
対
値
に
於
て
】
、
そ
の
所
有
量
が
一
定
の
限
界
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亭

達
す
る
時
、
終
に
零
と
な
る
（
亭
Ｈ
、
従
つ
て
ぎ
■
、
）
。
即
ち
、

そ
の
無
差
別
曲
線
の
接
線
は
篶
軸
に
平
行
と
な
る
。
無
差
別
曲

線
上
の
此
の
点
に
於
け
る
疋
の
量
は
ム
の
飽
満
量
で
あ
り
、
各

無
差
別
曲
線
上
の
此
の
点
の
軌
跡
は
ム
の
飽
満
曲
線
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
．
！

飽
満
曲
線
は
ｘ
に
就
い
て
も
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
飽
満

曲
線
の
互
に
交
わ
る
点
を
総
飽
満
点
、
こ
れ
ら
二
つ
の
飽
滴
曲

線
に
依
り
囲
ま
れ
た
る
領
域
を
有
効
領
域
と
呼
ぶ
、
さ
て
、
フ

リ
ー
ド
マ
ン
は
右
の
二
つ
の
飽
満
曲
線
を
利
用
し
て
、
換
言
す

れ
ば
、
そ
れ
ら
二
つ
の
飽
満
曲
線
の
傾
斜
に
依
っ
て
、
任
意
の

二
財
の
連
関
性
を
次
の
如
く
定
義
す
る
、

　
「
二
財
の
中
一
財
の
所
有
量
の
増
加
が
、
各
《
他
財
の
飽
滞

量
を
増
加
す
る
か
、
滅
少
す
る
か
、
或
は
一
定
で
あ
る
か
、
に

従
っ
て
、
そ
れ
等
両
財
は
互
に
補
完
財
で
あ
り
、
代
替
財
で
あ

り
、
或
は
、
独
立
財
で
あ
る
」
こ
の
こ
と
は
、
二
財
の
飽
満

曲
線
の
傾
斜
が
各
六
正
で
あ
る
か
、
負
で
あ
る
か
、
或
は
、
乖

直
で
あ
る
か
、
に
従
っ
て
そ
れ
ら
二
財
は
互
に
補
完
財
で
あ
り
、

代
替
財
で
あ
り
、
或
は
、
独
立
財
で
あ
る
、
こ
と
を
意
味
す
る
、

、



こ
れ
を
数
式
を
以
て
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
今
、
従
来
と

同
様
の
記
号
を
用
い
て
、
ム
み
二
財
の
飽
満
曲
線
を
示
せ
ば
、

ム
の
飽
満
曲
線
の
方
程
式
は

（
賢
一
）
　
　
、
、
－
命
「
膏
…
・
・
－
乏
、
・

　
乃
の
飽
満
曲
線
の
方
程
式
は

（
胃
げ
）
　
～
－
－
浄
↓
２
き
…
乏
、
、
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
‘

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
等
式
の
中
、
先
ず
肚
に
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ
３
　
　
奪

い
て
、
そ
の
右
辺
を
～
に
て
偏
徴
分
す
れ
ば
、
ｄ
ポ
Ｈ
１
■
と

　
　
　
　
　
　
干
卜
　
　
之
「
１

な
－
、
且
亨
乳
、
工
、
苧
婁
ら
舟
を

～
、
伽
而
を
篶
に
て
、
夫
戊
偏
微
分
し
て
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
ア
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
“
　
息
｛
冷
ミ
ー
冷
“
瓜
ミ

　
　
　
　
　
　
　
○
レ
ペ
　
ー
　
　
（
冷
、
）
Ｎ

　
且

　
　
　
　
　
　
　
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
冷
、
　
息
、
息
ま
１
息
へ
息
ミ

　
　
　
　
　
　
　
ｏ
■
・
｛
－
　
　
（
尽
～
）
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茅
・
　
　
李

次
に
こ
れ
塞
夫
六
茨
－
一
に
代
入
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
○
レ
．
、
　
　
　
如
｛
　
息
、
瓜
ミ
ー
息
｛
冷
ミ

　
（
ｃ
。
ド
一
）
　
　
　
睾
一
Ｈ
－
Ｊ
ぺ
Ｈ
息
春
二
１
｝
享
ぺ

同
様
に
し
て
、
１
ｂ
に
就
い
て
は

　
　
　
　
　
　
位

　
　
　
連
関
財
に
関
す
る
一
考
察
（
山
田
）

　
　
　
　
　
　
　
ｑ
、
、
　
　
＼
｛
．
息
＼
冷
ミ
ｔ
亨
息
ミ

　
（
ｃ
ｏ
・
旨
）
　
　
　
ｑ
ク
Ｈ
－
ン
Ｈ
息
奉
ポ
ー
ぎ
息
一
一

が
得
ら
れ
る
。
泌
２
ｂ
は
夫
六
ム
ム
の
飽
満
曲
線
上
に
於
け
る
～

　
　
　
　
　
　
胤
伍
一

の
微
少
な
る
一
単
位
の
増
加
に
伴
う
～
の
増
分
を
示
す
。
従
っ

て
、
こ
れ
ら
の
等
式
を
用
い
、
兄
ム
両
財
の
連
関
性
は
次
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
い

く
定
義
せ
ら
れ
る
。
兄
疋
両
財
は
岬
”
が
共
に
正
な
る
領
域
に

於
て
補
完
財
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
共
に
負
な
る
領
域
に
於
て
代

　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

替
財
で
あ
り
、
泌
が
無
限
大
、
伽
が
葉
る
領
域
に
於
て
独
立

財
ノ
し
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
二
財
間
の
連
関
性
を
そ
の

飽
満
曲
線
の
傾
斜
に
依
り
定
義
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
定
義

は
既
述
の
二
つ
の
定
義
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
、
岬
の
右

　
　
）
　
　
　
　
）

辺
は
淋
の
管
対
す
る
比
に
等
し
い
。
フ
リ
．
ド
マ
ン
の
定
義

　
　
　
　
（

に
従
っ
て
、
飽
満
曲
線
が
負
に
傾
斜
す
る
な
ら
ば
、
二
財
は
代

替
財
で
あ
る
。
此
の
条
件
の
数
学
的
表
示
は
岬
の
有
辺
の
分
子

と
分
母
が
、
符
号
を
異
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
い

然
る
に
、
此
れ
は
、
岬
と
”
が
符
号
を
異
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
。
　
従
っ
て
、
　
ン
、
れ
ら
両
財
は
ジ
ヨ
ン
ソ

ソ
、
ア
レ
ン
の
定
義
に
於
て
も
亦
代
替
財
で
あ
る
。
補
完
財
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
（
二
三
一
）



　
　
立
命
舘
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
二
号
）

場
Ａ
｝
も
こ
れ
に
準
ず
る
。
た
だ
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
定
義
に
あ

っ
て
は
、
任
意
の
二
財
の
飽
満
曲
線
が
夫
六
の
軸
に
垂
直
で
あ

る
時
、
そ
れ
ら
両
財
は
独
立
財
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
条

件
を
、
例
え
ば
、
ム
軸
に
赫
い
て
、
数
学
的
に
表
示
す
れ
ば
、

勾
い

岬
”
の
各
有
辺
が
前
者
に
あ
つ
て
は
無
隈
大
、
後
者
に
あ
っ
て

は
零
に
な
る
事
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
条
件
は
、
一
般
に
、

息
ミ
Ｈ
◎
な
る
時
、
満
足
せ
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
仮
定
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
）

　
　
　
ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

依
り
、
　
１
２
に
於
て
亭
Ｈ
◎
２
に
於
て
享
Ｈ
◎
と
見
ら
れ
る
か
．

　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

ら
で
あ
る
。
然
る
に
、
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
、
ア
レ
ン
の
定
義
に
あ
っ

て
は
、
一
般
に
伽
ん
は
正
で
あ
り
、
且
、
零
以
外
の
一
定
の
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
い

を
取
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
息
言
Ｈ
ｏ
な
る
時
、
閑
”
は
共
に

　
　
　
　
　
　
・
勿
　
．
３

満
足
せ
ら
れ
、
ｘ
火
両
財
は
互
に
補
定
財
と
な
る
。
従
っ
て
、

フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
定
義
と
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
、
ア
レ
ン
の
そ
れ
と
は

一
致
せ
ず
、
前
者
に
於
け
る
独
立
財
が
後
者
に
於
て
は
補
完
財

と
な
る
〕
次
に
、
ム
ん
二
財
は
使
用
上
の
連
関
性
に
於
て
必
し

も
常
に
同
一
の
関
係
に
立
つ
と
は
隈
ら
ぬ
、
即
ち
、
伽
の
符
号

は
そ
れ
ら
の
所
有
最
の
如
何
に
依
り
変
化
し
得
る
、
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
は
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
定
義
に
於
て
方
向
の
変
化
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
（
二
三
二
）

飽
満
曲
線
の
傾
斜
に
依
っ
て
示
さ
れ
る
。
然
る
に
、
既
述
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
の
　
．
／

く
、
ア
レ
ン
の
定
義
に
於
て
は
ｘ
ｘ
二
財
が
そ
の
連
関
性
に
於

て
常
に
同
一
の
関
係
に
立
つ
も
の
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
両

者
の
定
義
は
比
の
点
に
就
い
て
も
亦
異
る
。

　
で
は
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
定
義
と
エ
ヅ
デ
ワ
ォ
ー
ス
、
パ
レ
ー

ト
の
そ
れ
と
は
如
何
な
る
関
係
に
立
つ
か
、

　
ム
の
飽
満
曲
線
に
沿
う
て
阜
Ｈ
ｓ
、
み
の
飽
満
曲
線
に
沿
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
｝

て
亭
Ｈ
・
で
あ
る
か
ら
、
”
及
”
の
各
有
辺
は
次
の
如
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
睾
、
　
　
息
き

　
（
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
６
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
睾
｛
　
　
私
ミ

　
旦

　
　
　
　
　
　
　
早
一
　
　
息
ミ

　
（
・
。
ｃ
。
ヴ
）
　
　
　
　
　
Ｈ
－

　
　
　
　
　
　
　
ｑ
き
　
　
　
息
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
　
．
２

　
飽
満
曲
線
に
沿
う
て
伽
ん
の
符
号
は
共
に
負
で
あ
る
か
ら
、

甘
ｂ
　
　
．
３

閑
３
３
は
伽
と
符
号
を
等
く
す
る
、
亭
ル
、
の
時
、
飽
満
曲
線
の

傾
斜
は
和
関
係
す
る
軸
に
対
し
正
で
あ
り
、
負
で
あ
り
、
或
は
、

垂
直
で
あ
る
、
従
っ
て
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
定
義
と
エ
ッ
ジ
ワ

ォ
ー
ス
、
パ
レ
ー
ト
の
定
義
は
一
致
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
、

　
以
上
の
如
く
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
一
方
に
於
て
そ
の
考
察
の

基
礎
を
選
択
理
論
に
置
く
こ
と
に
依
り
、
エ
ツ
ジ
ワ
ォ
ー
ス
、



バ
レ
ー
ト
の
定
義
に
ま
つ
わ
る
効
用
不
可
測
性
の
問
題
を
回
避

す
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
飽
満
曲
線
の
利
用
に
依
り
ジ
ヨ
ン

ソ
ン
、
ア
レ
ン
．
の
定
義
に
於
け
る
欠
陥
の
除
去
に
成
功
し
た
。

然
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
定
義
は
次
の

点
ノ
」
十
分
で
な
い
。

　
任
意
の
二
財
の
連
関
性
の
飽
満
曲
線
の
傾
斜
に
依
る
判
定
は
、

そ
れ
ら
両
曲
線
に
依
り
示
さ
ガ
た
る
両
財
の
組
合
せ
に
就
い
て

は
妥
当
す
る
。
然
し
な
が
ら
、
両
財
の
他
の
組
合
せ
、
即
ち
、

い
ず
れ
の
所
有
量
も
飽
満
量
に
達
し
な
い
そ
れ
ら
両
財
の
組
合

に
就
い
て
は
必
ず
し
も
妥
当
し
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
ユ
、
れ
ら

二
財
の
中
、
一
方
の
飽
満
曲
線
の
傾
斜
が
ン
、
の
方
向
を
変
え
る

に
必
要
と
す
る
他
方
の
量
及
共
後
の
傾
斜
の
方
向
は
最
初
の
財

の
旦
里
如
何
に
依
り
異
な
り
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
、
従
っ
て
、
各
種
の
量
の
組
合
に
あ
る
任
意
の
二
財
の
連
関

性
を
常
に
そ
れ
ら
の
飽
満
曲
線
に
依
り
判
定
す
る
こ
と
は
妥
当

で
な
い
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
飽
満
曲
線
の
考
察
は
任
意
の
二

財
の
一
方
が
夫
六
飽
満
量
に
於
て
所
有
せ
ら
れ
て
居
る
と
の
仮

定
の
下
に
な
さ
れ
る
。
然
し
、
此
の
仮
定
は
現
実
に
は
劣
く
の

　
　
連
関
財
に
関
す
る
一
考
察
（
山
田
）

場
合
妥
当
し
な
い
。
従
っ
て
、
斯
様
盾
仮
定
に
立
つ
飽
満
歯
線

に
依
る
連
関
財
の
定
義
は
実
際
的
有
用
性
に
乏
し
い
も
の
と
云

　
　
　
　
　
＠

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
最
後
に
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
定
義
に
あ
っ
て
は
二
財
の
飽
満

　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
い

曲
線
の
傾
斜
、
即
ち
、
岬
、
”
が
共
に
同
一
の
符
号
を
取
る
こ
と

が
前
提
せ
ら
れ
て
居
る
。
然
る
に
、
此
の
前
提
は
必
し
も
満
さ
れ

ぬ
。
二
財
の
中
一
財
の
飽
満
曲
線
の
傾
斜
が
他
財
の
一
定
量
に

於
て
そ
の
方
向
を
変
ず
る
場
合
、
他
財
の
飽
満
曲
線
の
傾
斜
も

最
初
の
財
の
一
定
量
に
於
て
ン
、
の
方
向
を
変
ず
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
し
今
そ
れ
ら
両
財
の
中
一
方
の
所
有
量
が
十
分
大
、
他
方

の
所
有
量
が
十
分
小
で
あ
る
と
す
れ
ば
ど
う
か
、
そ
れ
ら
両
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
い

の
飽
満
曲
線
の
傾
緕
、
即
ち
。
等
式
岬
と
”
は
当
然
符
号
を
異
に

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
然
る
に
、
斯
様
な
場
合
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
定
義

に
依
っ
て
は
両
財
の
連
関
性
を
十
分
に
判
定
し
得
な
い
、
以
上

フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
定
義
は
前
出
の
二
つ
の
定
義
に
比
較
し
て
多

く
の
優
れ
た
る
点
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
ン
、
れ
に
も
拘
ら
ず
、

尚
、
有
の
三
点
に
欠
点
が
認
め
ら
れ
る
が
故
に
、
財
相
互
間
の
使

用
上
ｏ
連
関
性
を
十
分
に
示
す
も
の
と
は
見
難
い
、
フ
リ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
（
二
三
三
）



嚢
一
．
、
二
紬
、

、
、
乱
一
一

、
い
一
一

　
　
立
命
舘
経
済
挙
（
第
二
巻
・
第
二
号
）

マ
ン
の
定
義
の
需
要
面
に
於
け
る
表
示
は
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
・
ア
レ

ン
の
定
義
に
於
け
る
そ
れ
と
同
様
の
手
続
に
依
っ
て
得
ら
れ
る
。

　
既
述
の
三
説
は
い
ず
れ
も
使
用
上
の
連
関
性
を
、
そ
の
基
礎

を
な
す
消
費
面
か
ら
考
察
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
、

斯
様
な
関
係
は
こ
れ
を
直
接
需
要
面
か
ら
考
察
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
選
択
理
論
を
基
礎
と
す
る
需
要
面
の
考
察
は
、
そ

の
結
果
に
於
て
、
ま
た
需
要
面
か
ら
す
る
連
関
財
の
考
察
に
有

力
な
手
掛
を
与
え
る
。
今
あ
る
消
費
者
が
一
定
の
貨
幣
所
得
グ

を
所
有
し
、
そ
の
所
得
の
全
部
を
特
定
の
価
格
体
系
の
下
に
〃

種
の
財
の
購
入
に
支
出
す
る
も
の
と
す
れ
、
ば
、

　
そ
の
収
支
均
等
を
示
す
方
程
式
は

　
（
仁
Ｈ
．
）
　
　
、
１
１
＼
二
．
一
十
、
～
↓
Ｎ
＋
、
。
。
↓
。
。
…
…
、
ｓ
↓
ｓ

　
叉
均
衡
条
件
を
示
す
方
程
式
は

（
§
）
　
冷
ー
ミ
＞
登
Ｈ
ミ
一
一
禁
Ｈ
ミ
。
。
一
－
－
・
・
呉
Ｈ
ミ
ｓ

で
あ
る
、
他
〃
財
の
価
格
は
す
べ
て
一
定
と
し
て
、
叫
及
岬
を

く
に
就
い
て
偏
微
分
す
る
と
、
次
○
（
ミ
十
Ｈ
）
個
の
方
程
式
が

得
ら
れ
る
。

（
仁
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
（
二
三
四
）

　
　
　
　
　
９
’
．
－
　
　
軸
↓
唖
　
　
ｏ
』
・
。
。

，
．
亨
◎
三
ぎ
。
＞
ぎ
十
＞
ぎ
…

　
　
　
　
ｑ
ミ
　
　
　
ｑ
３
　
　
　
Ｑ
３
　
　
　
ｏ
鼻
、
。
９

。
－
１
＞
ぎ
十
瓜
・
ぎ
去
夢
ま
一
。
。
ざ
…

　
　
　
　
○
ミ
　
　
ｏ
３
　
　
ｑ
３
　
　
茅
〆

ミ
、
－
，
＞
ぎ
妄
事
妄
夢
ま
一
。
。
ざ
…

　
　
　
　
ｑ
ミ
　
　
睾
一
　
　
ｑ
３
　
　
０
３
．

◎
－
，
＞
ざ
ま
事
一
十
許
ぎ
ま
。
。
。
。
ざ
…

蝸
か
ら
行
列
式
の
形
ち
に
依
り
弧

睾
一

ｓ
一

Ｈ
　
ｓ
１
■
、
閑
、
Ｎ
、
。
。
：
±
・
・

－
＞
亀
｝
Ｎ
｝
。
。
…
：
・

１
，
Ｎ
ミ
息
竃
｝
。
。
…
…

１
、
。
。
ｓ
｝
。
。
烹
。
。
…
…

砂
の
値
を
求
め
る
と

　
ｓ
　
、
一
、
閑
、
。
。
：
：
・
・

１
、
一
息
二
瓜
箒
＞
。
。
…
…

１
，
Ｎ
息
；
料
簑
｝
。
。
…
…

１
、
。
。
瓜
冨
呉
。
。
息
。
。
。
。
…
…

　
右
に
於
て
分
母
を
Ｍ
丑
、
の
第
一
行
第
二
列
の
元
素
く
の
余
因

　
　
ｏ
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

数
を
批
第
三
行
第
二
列
ｏ
そ
れ
を
批
と
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
９
３
　
ｉ
↓
し
ト
Ｎ
＋
ミ
』
ホ
閑

　
（
Ａ
．
ト
）
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
ｓ
一
　
　
　
ミ

　
次
に
、
す
べ
て
の
財
の
価
格
を
一
定
と
し
、
ｕ
及
〃
を
〆
に



就
い
て
偏
微
分
す
る
と
、

（
卜
閉
）

　
５
）

　
４
．
か
ら
行
列
式
に
依
り
弘

て
、

　
　
　
　
　
　
　
茅
、
一
　
』
ぎ

　
（
ト
¢
）
　
　
－
－
Ｈ
－
…

　
　
　
　
　
　
　
睾
　
　
　
ミ

　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
６

　
４
．
の
右
辺
に
４
．
を
代
入
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
ｑ
｝
　
　
　
景
心
　
　
　
ｑ
｝

　
（
仁
べ
）
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ
　
　
　
ー
３

　
　
　
　
　
　
　
ｓ
一
　
　
ミ
　
　
　
守

　
こ
れ
を
一
般
的
彩
式
で
表
わ
せ
ば

　
　
　
　
　
　
　
ｑ
き
　
　
ミ
羊
二
十
一
　
’
ｑ
き

（
簑
）
　
　
ヨ
ー
１
、
、
ミ
　
ー
、
・
『
（
ぐ
－
長
：
、
、
）

　
叉
、
左
右
対
称
を
な
す
か
ら
、
　
　
　
　
　
．
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
ｏ
３
　
　
峯
士
二
士
　
　
軸
３

（
毫
）
　
　
ぎ
－
、
、
ミ
　
ー
ま
ｃ
州
「

　
蝸
及
蝸
は
ス
ル
ツ
キ
ー
の
基
本
方
程
式
で
あ
る
、
一
財
の
価

格
変
化
が
他
財
○
需
要
量
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
こ
れ
を
、
所
得

　
　
連
関
財
に
関
す
る
一
考
察
（
山
田
）

　
　
　
　
　
　
　
１
）

　
　
　
　
　
次
の
十
個
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
レ

、
Ｈ
Ｈ
　
◎
　
　
睾
一
　
睾
・
　
ｐ
一
ざ
：
．
…

　
　
　
　
　
十
＞
甲
十
＞
宇
十
＞
串

　
　
　
軸
ミ
　
　
ｏ
｝
　
　
　
ｑ
３
　
　
　
ｑ
タ

◎
－
１
＞
宇
十
息
・
『
去
事
十
息
冨
『
…
．

　
　
　
ｑ
ミ
　
　
　
ｑ
と
　
　
　
ｑ
き
　
　
　
ｑ
、
．
。
。

◎
－
１
ぶ
、
妄
宰
十
享
、
ま
竃
『
…

　
　
　
○
ミ
　
　
　
ｏ
３
　
　
　
ｑ
き
　
　
　
ｑ
ぎ

◎
－
１
＞
『
十
瓜
３
、
十
瓜
事
一
十
受
宇
…

　
　
　
　
　
　
　
伽
の
値
を
求
め
る
と
前
同
様
に
し

効
果
と
代
替
効
果
の
二
つ
の
部
分
に
分
っ
て
考
え
ら
れ
る
事
を

示
す
。

　
８
、
、
帥

　
４
・
４
・
に
於
て
套
十
－
し
士
Ｈ
ま
十
－
し
士
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

ら
の
等
式
の
各
右
辺
第
一
項
は
相
互
に
等
し
い
。
従
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
ー
ミ
、
士
二
÷
一
　
　
き
■
；
二
士

　
（
芦
睾
）
　
　
ミ
　
　
；
１
ー
ミ
ー
－
－
－
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
ミ

　
或
は

　
　
　
　
　
　
　
ｑ
き
　
　
　
ｏ
を
　
　
ｑ
辛
“
　
ｑ
今
“

一
ト
§
一
　
ｓ
＋
３
『
Ｈ
罰
。
、
、
『

　
１
０
は
連
関
財
の
需
要
曲
線
が
満
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
一
般
的
条

　
怜

件
を
示
す
。
シ
ュ
ル
ツ
（
声
○
ｏ
〇
三
気
）
は
此
れ
ら
の
等
式
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
包
　
　
．
３

用
い
て
財
相
互
間
の
連
関
性
を
定
義
し
、
ｘ
ｘ
二
財
は
次
の
方

程
式
に
従
っ
て
、
補
完
財
で
あ
り
、
独
立
財
で
あ
り
、
代
替
財

　
　
　
　
　
＠

で
あ
る
と
見
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
』
“
士
二
士
　
　
峯
士
二
－
二
く

　
（
昌
Ｈ
、
、
）
　
　
ミ
、
　
ミ
ー
」
ミ
、
　
斗
－
ｗ
、

　
或
は
、

　
　
　
　
　
　
　
茅
“
　
　
ｑ
き
　
ｑ
芦
“
　
　
ｑ
戸
“
〈

一
彗
、
一
　
ヌ
十
、
一
、
『
Ｈ
司
。
、
ぺ
、
ｗ
、

　
此
の
定
義
の
経
済
的
意
味
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
此
の
方
程

　
　
　
　
　
）

式
の
第
一
項
～
砺
は
ム
の
価
格
の
僅
少
な
る
変
化
が
ム
の
需

要
に
及
ぼ
す
総
効
果
で
あ
る
、
こ
の
効
果
は
二
つ
の
部
分
、
却

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
二
三
五
）

■



　
　
立
命
舘
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
二
号
）

ち
、
代
替
効
果
と
所
得
効
果
に
・
分
た
れ
る
。
代
替
効
果
は
ｘ
の

価
格
変
化
に
基
く
刀
ム
両
財
の
価
格
比
率
の
変
化
が
ム
の
需
要

に
及
ぼ
す
効
果
で
あ
り
、
所
得
効
果
は
ｘ
の
価
格
変
化
に
基
く
、

個
人
の
実
質
所
得
の
変
化
が
ム
の
需
要
に
及
ぽ
す
効
果
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
仙

今
、
総
効
果
祭
か
ら
所
得
効
果
雀
を
引
け
ば
、
そ
の
差
．

茅
一
　
茅
、
　
　
　
　
　
　
　
　
刊

ｓ
一
十
暮
・
刊
は
代
替
効
果
で
あ
る
。
総
効
果
の
中
所
得
効
果
は

全
体
と
し
て
は
使
用
上
の
連
関
性
と
無
関
係
に
す
べ
て
の
財
の

需
要
に
対
し
作
用
す
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
刃
ろ
両
財
の
使
用

上
の
連
関
性
は
専
ら
代
替
効
果
に
依
り
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な

＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

る
。
斯
く
て
不
等
式
虹
は
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
る
、
　
「
一
財
の

価
格
騰
貴
の
代
替
効
果
が
他
財
の
需
要
量
を
滅
少
す
る
な
ら
ば
、

両
財
は
補
完
財
で
あ
り
、
反
対
に
増
加
す
る
な
ら
ば
、
両
財
は

代
替
財
で
あ
る
」

　
ス
ル
ッ
．
キ
ー
及
シ
ュ
ル
ツ
は
連
関
財
の
考
察
を
直
接
需
要
面

に
就
い
て
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
意
味
に
於
て
、
そ
れ
は

ホ
ー
ト
リ
ン
グ
が
、
連
関
財
の
考
察
に
当
り
取
っ
た
態
度
と
一

致
す
る
、
然
し
な
が
ら
、
そ
の
考
察
Ｏ
緒
果
得
ら
れ
だ
二
つ
の

定
義
は
必
し
も
一
致
し
な
い
、
ホ
ー
ト
リ
ソ
グ
の
定
義
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
（
二
三
六
）
．

て
は
、
任
意
の
二
財
間
の
使
用
上
の
連
関
性
は
、
そ
の
中
の
一

財
の
価
格
変
化
が
他
財
の
需
要
量
を
増
加
す
る
か
、
滅
少
す
る

か
、
に
依
つ
て
定
ま
る
。
こ
の
こ
と
は
両
財
の
使
用
上
の
連
関

性
が
．
一
財
の
価
格
変
化
の
他
財
の
需
要
量
に
及
ぼ
す
綜
合
効
果

に
依
り
そ
の
増
滅
を
基
準
と
し
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
然
る
に
、
ス
ル
ッ
キ
ー
、
シ
ュ
ル
。
ヅ
の
定
義
に
あ
っ
て
は

こ
の
様
な
綜
合
効
果
の
増
減
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
綜
合
効
果

の
一
部
を
な
す
代
替
効
果
の
増
減
に
依
っ
て
、
両
財
の
使
用
上

の
連
関
性
は
決
定
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
等
二
つ
の
定
義

は
代
替
効
果
が
所
得
効
果
よ
り
大
な
る
場
合
は
一
致
す
る
が
、

そ
う
で
な
い
場
合
、
即
ち
、
代
替
効
果
が
所
得
効
果
よ
り
小
な

る
場
含
は
常
に
相
異
す
る
、
ホ
ー
ト
リ
ソ
グ
が
、
便
用
上
の
連

関
性
を
、
綜
合
効
果
に
依
り
定
義
せ
ん
と
し
た
こ
と
は
、
そ
の

綜
合
効
果
の
一
部
を
な
す
所
得
効
果
が
、
第
一
に
通
常
の
場
合
、

使
用
上
の
連
関
性
如
何
に
拘
ら
ず
、
す
べ
て
の
財
の
需
要
に
対

し
て
同
一
の
方
向
に
作
用
す
る
と
云
う
意
味
に
於
て
、
第
二
に

そ
の
作
用
は
所
得
を
逝
じ
て
の
連
関
性
と
見
ら
る
べ
き
も
Ｏ
で

あ
る
と
云
う
意
味
に
於
て
、
第
三
に
品
質
の
差
等
に
蒸
き
各
代



替
財
に
異
っ
た
作
用
を
及
ぼ
す
と
云
う
意
味
に
於
て
、
正
し
く

な
い
。
ス
ル
ッ
キ
ー
、
シ
ュ
ル
ツ
が
使
用
上
の
連
関
性
を
代
替

効
果
に
依
り
、
定
義
し
た
こ
と
は
所
得
効
果
を
考
慮
に
入
れ
る

こ
と
に
基
ず
く
有
の
如
き
不
合
理
性
を
除
去
す
る
意
味
に
於
て
、

特
に
、
使
用
上
の
連
関
性
を
所
得
を
通
じ
て
の
連
関
性
か
ら
区

別
す
る
意
味
に
於
て
、
便
用
上
の
連
関
性
に
関
す
る
ホ
ー
ト
リ

　
　
　
　
＠
一

ン
グ
の
定
義
を
分
析
的
に
一
属
糖
密
化
し
た
も
の
ど
云
え
る
。

　
既
述
の
如
く
、
連
関
財
の
定
義
を
需
要
面
に
於
て
為
す
事
は

望
ま
し
い
が
、
然
し
、
そ
れ
は
使
用
上
の
連
関
性
を
十
分
に
反

映
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ス
ル
ツ
キ
ー
、
シ
ュ
ル
ツ

の
定
義
が
第
一
の
要
求
を
満
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
が
、
第
二
の
点
に
就
い
て
は
如
何
か
、
こ
の
定
義
が
第
二
の

要
求
を
必
ず
し
も
十
分
に
満
足
す
る
も
の
で
な
い
事
は
、
こ
の

定
義
汕
に
一
ツ
ヂ
ワ
オ
ー
ス
、
パ
レ
ー
ト
の
定
義
ｖ
代
入
す

る
こ
と
に
依
り
容
易
に
理
解
せ
ら
れ
る
。

　
今
、
刈
ム
ニ
財
の
み
存
在
し
、
両
財
が
エ
ツ
ヂ
ワ
ォ
ー
ス
、

パ
レ
ー
ト
の
定
義
に
従
っ
て
独
立
財
で
あ
る
場
合
、

　
　
息
一
、
◎

　
　
連
関
財
に
関
す
る
一
考
察
（
山
囲
）

　
　
　
　
　
　
　
、
’
’

　
　
　
　
　
　
　
ａ

と
な
る
、
こ
れ
を
１
１
に
代
入
す
る
と
、
一
次
の
条
件
式
を
含
む

　
　
　
　
　
　
　
怜

二
次
形
式
に
於
け
る
第
一
の
行
列
式
は
安
定
条
件
に
依
り
正
で

あ
る
か
ら
、

ミ
Ｈ
－

◎
＞
＞

、
Ｈ
息
二
息
箒

、
帖
瓜
賞
息
豊

〈
◎

ミ
景
吉
し
吉
Ｈ
ミ
き
。
。
ｕ
ミ

ｏ
＞

＞
亭

Ｈ
－
ミ
、
一
、
蝸
く
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
．
ミ
、
ミ
、
一
二
十
一
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
従
っ
て
、
ス
ル
ツ
キ
ー
、
シ
ュ
ル
ツ
の
定
義
に
あ
っ
て
は
両

財
は
代
替
財
と
な
る
。
尚
、
　
瓜
箒
ｗ
ｏ
の
場
合
に
も
右
の
不
等

式
は
満
足
せ
ら
れ
る
か
ら
、
ス
ル
ツ
キ
ー
、
シ
ュ
ル
’
ツ
の
定
義

に
あ
っ
て
は
二
財
の
み
存
在
す
る
場
合
、
そ
れ
ら
両
財
は
常
に

代
替
財
で
あ
る
、

　
ベ
ム
ム
の
三
財
が
存
在
し
、
旦
、
ユ
、
れ
ら
の
財
が
い
ず
れ
も

独
立
財
で
あ
る
と
す
れ
ば

　
　
息
篶
Ｈ
◎
　
息
；
Ｈ
ｏ
　
瓜
箒
い
◎

　
　
　
　
　
“

　
こ
れ
等
を
ｕ
に
代
入
す
る
と
、
一
次
の
条
件
式
を
含
む
二
次

　
　
　
　
　
怜

彩
式
に
於
け
る
第
二
〇
行
列
式
は
、
安
定
条
件
に
依
り
負
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
（
二
三
七
）

〆



　
　
立
命
舘
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
二
号
）
．

る
か
ら
、
前
同
様
に
し
て

ミ
Ｈ

◎
＞

＞
息
巨

＞
◎

＞
◎

＞
・

○
許

◎

＞◎○
芽

ミ
』
ふ
二
し
二
い
ミ
員
。
。
Ｈ
ミ

Ｖ
◎

◎＞＞
＞
＞

ｏ
◎

◎
息
。
。
一
。

Ｈ
ミ
ミ
ー
、
。
。
“
〉
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
ミ
、
幸
、
、
、
一
Ｖ
・

　
従
っ
て
、
ス
ル
ッ
キ
ー
、
シ
ュ
ル
ツ
の
定
義
に
あ
っ
て
は

１
■
一
　
　
９
’

ｘ
ｘ
両
財
は
代
替
財
と
な
る
。
　
　
　
一

　
疋
ム
ム
の
三
財
が
存
在
し
且
ベ
ム
両
財
の
紺
合
の
み
代
替
関

係
が
認
め
ら
れ
、
他
の
組
合
せ
に
於
て
は
す
べ
て
独
立
財
で
あ

る
場
合
は

　
　
息
冨
〈
〇
一
瓜
；
Ｈ
ｐ
　
亭
。
。
Ｈ
ｏ

で
あ
る
一
こ
れ
ら
を
１
１
に
代
入
す
る
と
、
前
同
様
に
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
怜

　
　
　
　
ミ
Ｖ
◎

　
ミ
員
士
し
二
ｎ
ミ
』
タ
Ｈ
ミ
◎
＞
＞
一
ミ
。
。
、
一
＞
－
｝
一
一
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞
息
；
ｏ
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞
◎
芽
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
（
二
三
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
．
ド
“
ぺ
、
土
ト
〉
・

　
従
っ
て
、
此
の
場
合
は
ス
ル
ッ
キ
ー
、
シ
ュ
ル
ツ
の
定
義
に

あ
っ
て
も
ベ
ム
両
財
は
代
替
財
で
あ
る
、
然
し
ベ
ム
両
財
が
補

完
財
即
ち
｝
一
〉
◎
で
あ
る
と
す
れ
ば
ミ
ミ
己
。
、
（
＞
１
呉
一
）
の
符

号
は
不
確
定
と
な
り
、
そ
の
各
項
の
億
如
何
に
依
り
、
ム
ム
両

財
は
補
完
財
と
な
り
、
代
替
財
と
な
り
、
或
は
、
独
立
財
た
り

得
る
。
、

　
ス
ル
ッ
キ
ー
、
及
び
シ
ュ
ル
ツ
は
既
述
の
如
く
連
関
財
に
於

け
る
連
関
性
を
代
替
効
果
に
依
り
定
義
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、

使
用
上
の
連
関
性
に
基
く
需
要
、
と
、
所
得
を
通
じ
て
の
連
関

性
に
基
く
需
要
、
と
を
明
瞭
に
区
別
し
た
。
此
の
意
味
に
於
て
、

彼
等
は
両
者
を
同
一
視
す
る
従
来
の
考
え
方
に
対
し
一
歩
の
前

進
を
与
え
た
も
の
と
云
え
る
、
然
る
に
、
既
述
の
如
く
、
一
財

の
価
格
変
化
が
他
財
の
需
要
最
に
及
ぼ
す
骸
響
、
換
、
言
す
れ
ば
、

ン
、
の
綜
合
効
果
に
は
有
に
述
べ
た
二
つ
○
影
響
、
即
ち
使
用
上

の
連
関
性
に
基
く
影
響
と
、
所
得
を
通
じ
て
の
連
関
性
に
基
く

影
響
の
他
に
、
更
に
、
第
三
の
影
響
と
し
て
価
格
を
通
じ
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

連
関
性
に
基
く
影
響
が
認
め
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
、
こ
の
第
三

●



○
影
響
は
一
財
の
価
格
変
化
が
ン
、
の
財
と
他
財
と
○
価
格
比
率

の
変
化
を
通
じ
て
、
他
財
の
需
要
量
に
及
ぼ
す
影
響
で
あ
り
、

そ
れ
は
他
財
に
対
す
る
慾
求
の
変
化
に
基
く
も
の
で
は
な
い
と

云
う
意
味
に
於
て
、
或
は
、
叉
、
実
質
所
得
の
変
化
に
基
く
兎

の
で
は
な
い
と
云
う
意
味
に
於
て
、
他
の
二
つ
の
影
響
と
は
根

本
的
に
異
る
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
．
で
は
、
此
の
第
三
の

影
響
は
綜
合
効
果
の
二
つ
の
部
分
、
即
ち
所
得
効
果
と
代
替
効

果
の
い
ず
れ
に
就
い
て
認
め
ら
れ
る
か
、
こ
れ
ら
二
つ
の
効
果

に
就
き
そ
の
性
質
を
検
す
る
迄
も
な
く
、
そ
れ
が
、
代
替
効
果

の
内
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
直
ち
に

　
　
　
　
　
　
＠

理
解
せ
ら
れ
る
。
否
、
代
替
効
果
は
本
来
こ
の
様
な
影
響
に
基

く
も
の
で
あ
る
と
云
へ
る
。
斯
く
考
え
て
来
る
時
、
代
棒
効
果

に
は
他
財
と
の
関
係
に
於
て
使
用
上
の
連
関
性
に
基
く
影
響
と
、

怖
格
を
通
じ
て
の
連
関
性
に
基
く
影
辮
の
、
柵
異
る
二
つ
の
影

響
が
同
時
に
含
ま
れ
て
后
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ン
、
し
て
こ
れ
等

二
つ
の
彰
響
は
各
さ
〆
、
の
発
生
の
直
接
の
基
礎
を
異
に
す
る
が

故
に
究
極
的
に
は
価
格
変
化
と
云
う
同
一
の
原
因
に
基
い
て
生

じ
た
も
の
で
あ
る
と
は
云
え
、
ン
、
の
大
き
さ
に
於
て
ま
た
＞
、
ｏ

　
　
連
関
財
に
。
関
す
る
一
考
察
（
山
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

方
向
に
於
て
、
必
し
も
一
致
す
る
と
は
隈
ら
な
い
、
従
っ
て
、

ま
た
、
そ
れ
ら
二
つ
○
影
響
の
綜
合
と
し
て
の
代
替
効
果
は
そ

の
一
部
を
な
す
各
影
響
と
、
そ
の
方
向
に
於
て
、
必
し
も
常
に

一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
、
、
問
題
の
影
響
が
他
方
の
影
響
に
対

し
比
較
的
小
で
あ
り
、
且
、
両
者
が
異
っ
た
方
向
に
作
用
す
る

時
は
、
此
の
現
象
が
常
に
見
ら
れ
る
。
此
の
様
に
し
て
、
代
替

効
果
は
使
用
上
の
連
関
性
に
基
く
影
響
、
と
価
格
を
通
じ
て
の

連
関
性
に
基
く
影
響
、
の
相
異
る
二
つ
の
部
分
か
ら
成
り
、
且
、

そ
れ
ら
二
つ
の
影
響
は
そ
の
大
き
さ
と
方
向
に
於
て
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
需
要
面
か
ら
す
る
使
用
上
の
連

関
性
の
十
分
な
る
考
察
は
、
代
替
効
果
そ
の
も
の
に
依
っ
て
で

わ
な
く
し
て
、
そ
の
中
か
ら
純
粋
に
価
格
を
通
じ
て
の
連
関
性

に
基
く
影
響
と
見
ら
れ
る
部
分
を
取
去
っ
た
残
餓
の
部
分
た
る

使
用
上
の
連
関
性
に
基
く
影
響
に
就
き
、
直
接
ン
、
の
増
滅
を
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

す
る
こ
と
に
依
っ
て
の
み
初
め
て
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ス
ル
ッ
キ
ー
、
及
び
ツ
ユ
ル
ツ
は
代
替
効
果
に
依
り
財
相
互

間
○
使
用
上
の
連
関
性
を
定
義
す
る
こ
と
に
依
り
、
需
要
面
か

わ
す
る
使
用
上
ｏ
連
関
性
ｏ
考
察
を
一
歩
抑
進
め
た
も
、
ｏ
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
（
二
三
九
）



・
伽
由
、
　
ぜ
、

・
、
坦
ユ
・
、
・
，
，
一
毎
’
、
ユ
滅
、
毒
、
　
，
」
、
蒐

１
智
、
串
　
　
‘
　
．
電

」
哩
。
海
～
、
パ
、
メ
名
Ｌ

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
二
号
）

あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
代
替
効
果
に
就
い
て
、
使
用
上
の
連
関

性
に
基
く
影
響
、
と
価
格
を
通
じ
て
の
連
関
性
に
基
く
影
響
、

を
明
瞭
に
区
別
し
得
な
か
っ
た
た
め
、
需
要
面
か
ら
す
る
使
用

上
の
連
関
性
の
定
義
が
不
十
分
な
る
も
の
と
し
て
終
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
も
の
と
云
え
る
。

　
註

　
○
　
栗
村
雄
吉
「
経
済
原
論
」
－
、
・
Ｈ
８

　
　
　
久
武
雅
夫
「
経
済
分
析
の
数
学
的
基
礎
」
－
、
・
－
○
Ｏ
つ
Ｏ

　
　
　
尚
連
関
性
の
需
要
函
数
に
依
る
定
義
は
統
計
へ
の
応
用
を
可
能

　
　
　
な
ら
し
め
る
。

　
＠
　
第
一
の
主
要
な
る
も
の
は
価
格
、
所
得
を
通
じ
て
の
連
関
性
で

　
　
　
あ
り
、
第
二
の
例
は
価
格
、
所
得
を
通
じ
て
の
連
関
性
と
使
用

　
　
　
上
の
連
関
性
を
同
一
視
す
る
事
に
依
り
起
る
、
、
連
関
財
に
関
す

　
　
　
る
；
ま
；
奏
の
定
義
は
価
格
所
得
を
通
じ
て
の
連
関
性
と
使

　
　
　
用
上
の
連
関
性
を
同
一
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
○
Ｃ
巨
９
之
－
○
ｎ
Ｏ
巨
一
、

　
　
　
の
定
義
は
価
絡
を
通
じ
て
の
連
関
性
と
使
用
上
の
連
関
性
を
同

　
　
　
一
視
す
る
も
の
で
あ
る
、
一

　
　
　
－
、
一
・
行
３
；
き
二
－
、
占
・
・
フ
己
一
ま
素
ゴ
一
－
、
…
暮
巳
－
、
一
８
；
、
一
一
プ

　
　
　
く
Ｇ
ｒ
∴
一
、
．
］
ミ
一
－
、
ミ
；
二
室
；
言
一
ユ
，
♂
…
２
ま
ｏ
－
、
一
二
三
』
＜
９

　
　
　
－
。
．
蟹
に

　
＠
　
ト
戸
；
・
一
・
一
二
く
巳
；
…
一
一
（
主
一
；
一
一
き
き
（
］
一
ど
一
・
一
・

　
¢
本
文
第
五
参
照

　
¢
　
此
の
場
合
連
関
性
の
強
度
に
関
係
を
有
す
る
、
、

＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
’
、
マ

．
．
パ
、
一
ノ
浅
，
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
－
，
琴
，
、
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
二
四
〇
）

甲
Ｏ
Ｑ
争
巳
迂
一
ヨ
お
已
嵩
昌
×
昌
｛
嵩
§
豊
冨
冒
彗
↑
昆
】
）
Ｏ
冒
Ｐ
５
戸

］
一
り
９
０
０
Ｃ
　
、
．
　
０
０
０
０

シ
ュ
ル
ツ
の
前
掲
書
－
、
・
ｏ
８
一
戸
○
・
づ
・
＞
＝
竃
い
、
＞
８
冒
勺
．

ｐ
ユ
ｏ
ｎ
ｏ
箏
一
）
９
婁
ｏ
ｏ
箏
Ｈ
）
宍
「
ｏ
Ｈ
ｑ
言
　
Ｈ
）
ｏ
饒
自
岸
｝
◎
自
ｏ
・
ｏ
｛
　
Ｏ
ｏ
昌
勺
巴
ｏ
冒
ｏ
目
－

片
ｐ
『
｝
ｐ
目
｛
０
９
自
勺
ｏ
ニ
ニ
く
ｏ
１
ぎ
つ
｛
♂
，
、
■
Ｏ
ｏ
目
つ
旨
〇
一
ユ
ｏ
２
Ｈ
Ｈ
（
－
℃
○
ｃ
｛
）

勺
一
－
ｏ
ｏ
ｏ
－
“
ｑ

シ
ュ
ル
ッ
の
前
掲
書
勺
．
胃
○

量
に
。
基
く
劣
等
性
と
質
に
基
く
劣
等
性
は
根
本
的
に
相
違
す
る
。

前
者
は
補
完
財
に
。
も
見
ら
れ
る
が
後
者
は
代
替
財
の
み
に
認
め

ら
れ
る
、
、

ヒ
ッ
ク
ス
の
前
掲
書
〇
一
一
毛
一
．

＞
．
曽
婁
プ
・
＝
一
勺
ま
・
｛
・
。
・
・
＝
一
８
一
き
邑
８
（
Ｈ
竃
○
）

シ
ュ
ル
ッ
の
前
掲
書
、
｝
．
ｏ
崖

同
勺
．
呂
り

同
、
．
ｓ
ド
ま
た
ヒ
ツ
ク
ス
、
ア
レ
ン
も
大
体
に
於
て
同
様
の

定
義
を
行
ふ
。
た
だ
ヒ
ッ
ク
ス
は
連
関
財
に
関
す
る
定
義
を
単

に
需
要
面
に
於
て
な
す
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
、
更
に
進
ん
で
そ

れ
を
限
界
代
替
率
の
概
念
を
用
ひ
、
第
三
者
財
即
ち
貨
幣
と
の

関
聯
に
於
て
消
費
面
か
ら
も
試
み
た
、
、
』
．
戸
匡
ド
７
一
く
巳
暮

冒
一
一
８
亘
邑
一
『
○
○
０
９
１
０
ｏ
］
ぎ
－
、
．
婁
－
ｓ
．
戸
（
｝
・
冒
≧
一
雪

き
き
曇
；
ご
ｏ
己
＞
昌
マ
多
｛
ミ
ー
、
一
８
；
…
一
会
（
－
奏
“
）
－
、
・
８
り

，
－
呂
○
ｃ
．

シ
ュ
ル
ツ
前
掲
書
ラ
「
阜
一
．
及
ア
レ
ン
前
掲
書
－
、
・
ヨ
○
ｃ
の
詫

参
照
こ

価
格
を
通
じ
て
の
連
関
性
に
基
く
効
果
は
篶
篶
二
財
が
５
迂
ｕ
ｏ

●



ゆ＠

と
見
た
場
合
に
於
け
る
袋
効
果
ミ
、
、
、
ギ
ト
、
の
値
で
あ
る

と
思
は
れ
る
。
ス
ル
ツ
キ
ー
、
シ
ュ
ル
ツ
の
定
義
に
あ
っ
て
は

使
用
上
の
連
関
性
と
価
格
に
１
基
く
連
関
性
が
同
一
枢
さ
れ
た
た

め
、
兄
刈
両
財
が
独
立
財
即
ち
ミ
池
い
Ｏ
の
場
含
に
も
両
財

は
代
替
財
と
見
ら
れ
た
Ｃ
又
シ
ュ
ル
ッ
の
定
義
に
あ
っ
て
は

ミ
、
ミ
に
一
こ
士
１
１
０
の
場
合
、
尺
フ
両
財
は
独
立
財
で
あ
る
と

　
　
ｓ
、

せ
ら
れ
る
が
、
使
用
上
の
連
関
性
に
基
く
影
響
の
み
に
つ
い
て

見
れ
ば
新
様
な
場
合
両
財
は
補
完
財
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
、
従

っ
て
独
立
財
に
ー
関
す
る
ス
ル
ツ
キ
ー
、
シ
ュ
ル
ツ
の
定
義
は
妥

当
で
な
い
。

使
用
上
の
連
関
性
は
他
財
の
需
要
量
の
変
化
が
一
財
の
需
要
量

に
及
す
影
響
で
あ
る
。
従
っ
て
、
所
得
効
果
に
１
就
い
て
も
此
の

連
関
性
に
基
く
影
響
は
認
め
ら
れ
る
。
然
し
な
が
ら
本
文
に
述

べ
た
如
き
理
由
に
１
依
り
所
得
効
果
に
裁
い
て
使
用
上
の
連
関
性

を
判
定
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
無
視
し
て

よ
い
。
然
し
所
得
効
果
に
．
あ
っ
て
も
、
此
の
影
響
が
認
め
ら
れ

る
以
上
、
使
用
上
の
連
関
性
に
．
基
く
全
効
果
の
量
的
測
定
が
必

要
と
せ
ら
れ
る
場
合
に
－
は
所
得
効
果
に
認
め
ら
れ
る
影
響
を
も

考
慮
せ
ね
ば
真
の
結
果
は
得
ら
れ
な
い
。

価
格
を
通
じ
て
の
連
関
性
は
一
財
の
他
財
に
１
対
す
る
価
格
比
率

の
変
化
に
直
接
の
基
礎
を
置
き
、
使
用
上
の
連
関
性
は
他
財
に

対
す
る
限
界
重
要
度
に
直
接
の
基
礎
を
置
く
、
　
一
財
の
価
椅
騰

貴
は
価
格
を
通
じ
て
の
連
関
性
に
．
基
き
、
他
財
の
需
要
を
増
加

す
る
様
に
。
作
用
す
る
が
、
使
用
上
の
連
関
性
に
。
基
く
他
財
の
需

要
は
一
財
の
価
格
騰
貴
に
１
基
く
そ
の
財
の
需
要
量
の
変
化
が
、

違
関
財
に
関
す
る
一
考
察
（
山
田
）

他
財
の
限
界
重
要
度
を
引
上
げ
な
い
限
リ
、
増
加
の
方
向
に
．
動

く
と
は
か
ぎ
ら
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
　
．
Ｊ

真
の
使
用
上
の
連
関
性
は
次
の
如
く
に
１
し
て
知
ら
れ
る
、
、
五
五

二
財
が
言
、
ミ
、
、
、
、
串
匡
－
、
千
。
と
仮
定
し
た
る
場

合
に
於
て
は
・
、
さ
、
、
、
、
」
、
と
せ
ば
、
、
－
、
…
、
。
に
従
つ

て
篶
篶
両
財
は
補
完
財
で
あ
リ
、
代
替
財
で
あ
リ
、
或
は
独
立

財
で
あ
る
、
一

一
Ｃ
三
（
二
四
一
）


